
  　

市政に対する一般質問

市政に対する
一 般 質 問

　今定例会では、13人の議員が12月
１日、２日、３日に一般質問を行いまし
た。質問の中から、主なものを質問者
順に掲載します。

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政
事務の状況や将来に対する方針などをただ
すもので、市側は、質問に対し基本的な考
え方や問題解決策について答弁します。

坂 本 達 夫 議 員  
◯市役所本庁舎について
◯洪水対策について
◯令和４年度予算における臨時財政対策債について
◯県道惣新田幸手線バイパスについて

松 田 雅 代 議 員  
◯事務処理ミスの発生抑止、事務改善について
◯ 市立吉田幼稚園廃止後の公的幼稚園教育の今
後について
◯入所しやすい介護施設の整備について

四 本 奈 緒 美 議 員  
◯ 幸手市における「防災・減災、国土強靭化のため
の５か年加速化対策」の取り組みについて
◯幸手交差点の音響式信号機について

本 田 謡 子 議 員  
◯小学生へのＡＥＤ使用について
◯ 災害時の要支援者に対する幸手市の体制につ
いて
◯桜の木を守ることについて
◯ これからの地域福祉の要となるコミュニティ
ソーシャルワーカーについて
◯幸手市のホームページについて

小 河 原 浩 和 議 員  
◯吉田幼稚園廃園後の跡地の利活用について
◯高平橋の安全と今後の地域活性化について

小 林 啓 子 議 員  
◯ 子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）の
定期接種について

● それぞれの内容の詳細は会議録および市議会ホームページ（インターネット映像配信システム）でご覧になれます。
● 会議録は図書館、各公民館の図書コーナー、市役所の情報公開コーナー、または市議会ホームページで公開しています。
● 12月定例会の会議録は３月上旬頃公開予定です。

2月18日 開会予定です。
詳しくはホームページをご覧ください。
https://www.city.satte.lg.jp/

11
月
30
日
（
本
会
議
）

　
・
開
会
・
会
期
の
決
定
・
報
告
事
項

　
・ 

市
長
提
出
議
案
一
括
上
程
、

提
案
理
由
説
明

12
月
１
日
･
２
日
･
３
日
（
本
会
議
）

　
・
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

12
月
９
日
（
本
会
議
）

　
・
議
案
に
対
す
る
質
疑

　
・
議
案
の
委
員
会
付
託

12
月
10
日
（
委
員
会
）

　
・
総
務
常
任
委
員
会

12
月
13
日
（
委
員
会
）

　
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
月
14
日
（
委
員
会
）

　
・
建
設
経
済
常
任
委
員
会

12
月
21
日
（
本
会
議
）

　
・ 

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

　
・
閉
会

12
月
定
例
会
　
会
期
日
程

12月定例会
傍　聴　者 28人の方が傍聴されました。
議会インターネット中継のアクセス件数

インターネットを利用した議会中継（ライブ及び録画）を行っております。

10月　　55件 11月 110件 12月 2019件
の方が視聴されました。

小 林 英 雄 議 員  
◯市職員の定年延長について
◯市役所本庁舎建て替えについて

武 藤 壽 男 議 員
◯農業の現状と市の農業政策について

枝 久 保 喜 八 郎 議 員  
◯ 市道１－５号線（香日向中央通り）の交通状況
について
◯ 市街化調整区域における住居系の開発許可について
◯地域脱炭素移行対策について

木 村 治 夫 議 員
◯幸手中央地区産業団地整備事業について
◯交通安全施設整備事業について
◯地域の特性を活かした観光の振興について

青 木 　 章 議 員
◯幸手桜高等学校について
◯新型コロナワクチン接種状況等について
◯県営権現堂公園について

大 平 泰 二 議 員  
◯介護保険について
◯国民健康保険保養施設の利用に関する規則について
◯繰越明許について

海 老 沼 隆 夫 議 員
◯新型コロナウイルス感染対策他について
◯75歳以上の高齢者の医療費について
◯危険な県道について
◯栄地区のエレベーター設置について
◯市長選公約の実現について

3月定例会
のお知らせ
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市政に対する一般質問

職
員
の
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

直
ち
に
耐
震
補
強
工
事
を
す
べ
き
で

す
。
所
見
を
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
方
針
決
定
に
時
間
を
要
す

る
な
ら
ば
、
当
面
は
本
庁
舎
を
使
用

し
な
い
措
置
を
取
れ
な
い
か
、
伺
い

ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
の
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
庁
舎
機
能

や
規
模
な
ど
、
庁
舎
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

御
質
問
の
耐
震
補
強
に
つ
き
ま
し

れ
る
様
に
改
善
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

幸
手
交
差
点
の
４
つ
の
横
断
歩
道

へ
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
と
改
善
策
を

伺
う
。

音
響
式
信
号
機
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
公
安
委
員
会
の

所
管
で
あ
る
た
め
、
視
覚
障
が
い
者

の
方
が
、
幸
手
交
差
点
の
4
つ
の
横

断
歩
道
に
音
響
式
の
信
号
機
を
設
置

し
て
ほ
し
い
旨
、
要
望
さ
れ
て
い
る

本
庁
舎
は
昭
和
42
年
８

月
に
完
成
し
、
既
に
54
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
、
市

は
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。
結

果
は
、
大
き
な
地
震
が
来
れ
ば
本
庁

舎
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。
そ

の
後
市
は
、
平
成
31
年
２
月
、
本
庁

舎
を
建
て
替
え
る
方
針
を
示
し
ま
し

た
が
、
現
在
で
も
何
ら
改
善
す
る
こ

と
な
く
使
用
し
て
い
ま
す
。
市
民
や

ヤ
オ
コ
ー
手
前
の
幸
手
交

差
点
に
は
、
視
覚
障
が
い
者

の
方
が
安
全
に
横
断
出
来
る
為
に
、

音
響
式
信
号
機
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。し

か
し
、
現
在
は
４
つ
の
横
断
歩

道
の
う
ち
ス
ピ
ー
カ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
る
の
は
1
つ
の
横
断
歩
道
の
み

で
、
大
変
危
険
な
状
況
で
あ
り
、
視

覚
障
が
い
者
の
方
か
ら
も
安
全
に
渡

QQ

AA

耐
震
上
問
題
の
あ
る
市
役
所
本
庁
舎
に
つ
い
て

幸
手
交
差
点
の
音
響
式
信
号
機
に
つ
い
て

て
は
、
工
事
実
施
後
の
使
用
可
能
年

数
等
を
勘
案
し
、
工
事
は
行
わ
ず
、

建
替
え
の
方
向
で
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
別
の
公
共
施
設
に
行
政
機

能
を
移
転
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
移
転
先
の
検
討
等
に
も
時
間

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
庁
舎
建
替
え

に
向
け
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
総
合
政
策
部
長
）

こ
と
を
、
担
当
課
か
ら
幸
手
警
察
署

に
伝
え
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
生
活
部
長
）

四本奈緒美議員 坂本達夫議員

（9） 〔市議会だよりさって〕No.101



市政に対する一般質問

れ
を
踏
ま
え
て
具
体
的
に
対
象
者
ま

た
は
保
護
者
に
対
し
、
確
実
な
周
知

の
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う
が
、
幸

手
市
に
お
け
る
進
捗
状
況
を
伺
う
。

令
和
３
年
11
月
26
日
の
厚

生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
よ

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
積
極
的
勧
奨

が
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
具

体
的
に
は
令
和
４
年
度
に
13
歳
に
な

る
方
又
は
そ
の
保
護
者
へ
、
な
る
べ

く
早
い
う
ち
に
個
別
通
知
を
行
い
、

情
報
提
供
と
周
知
を
行
う
予
定
で
あ

近
隣
で
も
中
学
校
区
に
一
人
配
置
し

て
い
る
市
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、今
後
の「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
に
対
す
る

幸
手
市
の
考
え
を
伺
う
。

現
在
は
、
民
生
委
員
な

ど
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

て
い
る
各
分
野
の
方
々
と
の
協
力
・

連
携
体
制
を
構
築
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
大
幅
な
体
制
整
備
を
必
要
と
す

る
時
期
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
市
で
は
、
総
合
的
な
相
談

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
定
期
接
種
に
つ
い
て
、
平

成
25
年
６
月
の
副
反
応
の
発
生
に
よ

り
積
極
的
勧
奨
と
な
ら
な
い
よ
う
留

意
す
る
こ
と
等
市
町
村
に
勧
告
を
し

た
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
つ
い

て
特
段
の
懸
念
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
確
認
さ
れ
令
和
４
年
４
月
よ
り

順
次
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

こ
れ
か
ら
の
社
会
や
地
域

福
祉
の
取
り
組
み
に
は
、
地

域
の
特
徴
を
よ
く
理
解
し
、
そ
の
地

域
の
専
門
の
方
々
（
医
療
、
民
生
委

員
、
児
童
委
員
、
区
長
、
地
域
住

民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
を
つ
な

ぎ
、
地
域
が
主
体
と
な
り
解
決
し
て

い
こ
う
と
す
る
体
制
の
要
で
あ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
」の
存
在
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

QQ

AA

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
を

る
。
加
え
て
こ
れ
ま
で
積
極
的
勧
奨

を
受
け
て
い
な
い
14
歳
か
ら
16
歳
ま

で
の
方
に
は
、
年
齢
の
高
い
方
か
ら

個
別
通
知
を
行
う
。
こ
れ
ら
は
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と

共
に
、
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
は
丁

寧
な
情
報
提
供
に
努
め
る
。

　
　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）

支
援
体
制
の
充
実
と
重
層
的
支
援
体

制
の
整
備
・
拡
充
を
目
指
し
て
い
ま

す
。今

後
、
こ
の
体
制
の
整
備
・
充
実

を
図
る
た
め
に
も
、
社
会
福
祉
分
野

に
お
け
る
地
域
の
専
門
の
方
々
を
つ

な
ぐ
仕
組
み
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
も
含

め
て
研
究
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）

小林啓子議員本田謡子議員
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市政に対する一般質問

既
に
吉
田
幼
稚
園
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
検
討
す
る

よ
う
関
係
部
署
に
指
示
を
し
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
今
の
幼
児
教
育
を
大

切
に
し
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
積

極
的
な
議
論
は
差
し
控
え
て
き
た
。

こ
の
た
め
今
後
の
具
体
的
な
活
用

方
法
は
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

よ
っ
て
地
元
の
皆
様
の
声
を
伺
う

段
階
で
な
く
、
そ
の
機
会
も
設
け
て

い
な
い
が
、
各
種
団
体
等
か
ら
要
望

や
提
案
な
ど
は
い
た
だ
い
て
い
る
。

な
お
、
来
年
４
月
以
降
の
開
放
等

せ
な
い
。

幸
手
市
に
お
け
る
施
設
整
備
の
現

状
と
入
所
困
難
な
状
況
、
課
題
と
、

施
設
利
用
の
今
後
の
見
通
し
、
課
題

解
決
に
向
け
た
対
策
、
来
年
度
の
対

応
を
伺
う
。市

内
に
は
入
所
施
設
が
21

か
所
９
２
０
床
整
備
さ
れ
て

い
る
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
待

機
者
が
生
じ
て
い
る
が
、
待
機
者
を

減
ら
す
に
は
他
の
在
宅
・
入
所
サ
ー

ビ
ス
を
組
合
せ
て
利
用
し
て
い
く
必

吉
田
幼
稚
園
廃
園
ま
で
、

あ
と
数
か
月
と
迫
っ
た
が
、

木
村
市
長
は
そ
の
後
の
利
活
用
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
な
の
か
伺

う
。
も
し
、
現
時
点
で
決
ま
っ
て
い

な
い
の
な
ら
、
地
元
の
意
見
や
思
い

を
反
映
出
来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
来
年
４
月
以
降
も
地
域
や
各

種
団
体
等
に
園
庭
等
の
開
放
等
を
続

け
て
ほ
し
い
。

幸
手
市
で
は
近
隣
に
先
が

け
、
高
齢
化
率
が
上
昇
。
高

齢
者
の
み
の
世
帯
や
独
居
高
齢
者
も

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
は
子
ど

も
世
代
が
遠
距
離
で
介
護
を
す
る

ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
国
は
在
宅
介
護
を
基
本
と
す

る
方
針
だ
が
、
要
介
護
３
以
上
の
方

が
安
全
で
安
心
し
て
生
活
を
維
持
す

る
に
は
や
は
り
施
設
の
整
備
は
欠
か

QQ

AA

吉
田
幼
稚
園
廃
園
後
の
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て

望
ま
れ
る〝
入
所
し
や
す
い
介
護
施
設
〞
の
整
備

に
向
け
て
は
、
新
た
な
ル
ー
ル
作
り

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
）

要
が
あ
る
。
今
後
、
施
設
入
所
の
要

望
が
高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
増
床
に
つ

い
て
基
準
の
見
直
し
を
国
・
県
に
働

き
か
け
て
い
く
。
ま
た
、
公
募
方
式

で
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
の
整
備
を
予
定
す
る
。
身
体
の

状
態
に
合
わ
せ
た
施
設
整
備
に
取
組

み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
健
康
福
祉
部
長
）

小河原浩和議員松田雅代議員
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市政に対する一般質問

　

現
在
整
備
中
の
権
現
堂
第

２
公
園
は
、「
緑
に
囲
ま
れ
た
水

辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点
」
と
し

て
、災
害
時
に
は「
防
災
公
園
」と
し
て
、

埼
玉
県
が
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

開
園
時
期
は
、
令
和
４
年
の
秋
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
権
現
堂
公
園
の
指
定
管
理

者
と
連
携
し
て
、
ご
質
問
が
あ
り
ま

し
た
と
お
り
、
商
工
業
者
の
出
店
に

つ
い
て
調
整
し
、
地
元
の
活
性
化
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
建
設
経
済
部
長
）

年
前
に
降
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
後

継
者
の
育
成
や
、
人
材
の
登
用
が
大

き
な
課
題
と
な
る
。女
性
の
登
用
や
、

組
織
の
見
直
し
も
必
要
と
考
え
る
。

市
の
考
え
を
伺
う
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

職
員
が
培
っ
て
き
た
多
様
な

専
門
的
知
識
や
経
験
を
積
極
的
に
活

用
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
次
の
世

代
に
そ
の
知
識
や
技
術
、
経
験
な
ど

を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

現
在
整
備
中
の
権
現
堂

第
２
公
園
に
は
、
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
場
や
子
供
が
遊
べ
る
大
型
遊
具

が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
公

園
の
概
要
と
オ
ー
プ
ン
時
期
を
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
賑
わ
い
の
あ
る
権
現

堂
公
園
に
市
内
商
工
業
者
が
出
店
で

き
る
よ
う
対
応
し
て
欲
し
い
。

　

公
務
員
の
定
年
が
、
法
律

改
正
に
よ
り
令
和
５
年
度
か

ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
令
和

13
年
度
に
は
、
65
歳
定
年
と
な
る
。

定
年
延
長
に
よ
り
公
務
が
長
期
的
に

及
ぶ
中
、
組
織
の
新
陳
代
謝
、
活
力

を
維
持
す
る
た
め
、
管
理
職
が
60
歳

に
な
る
と
、
管
理
監
督
職
勤
務
上
限

年
齢
制
（
役
職
定
年
制
）
が
導
入
さ

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
部
課
長
が
、
定

QQ

AA

新
た
に
整
備
中
の
権
現
堂
公
園
に
つ
い
て

市
職
員
の
定
年
が
60
歳
か
ら
65
歳
ま
で
延
長
に

　

ま
た
、
女
性
の
登
用
に
つ
い
て
も

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
図

り
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
に
努
め

管
理
職
を
目
指
せ
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

　

定
年
延
長
制
導
入
後
も
、
組
織
の

活
力
を
維
持
し
、
も
っ
て
公
務
能
率

の
維
持
増
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
組
織

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
部
長
）

青木　章議員小林英雄議員
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市政に対する一般質問

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
対
し
て
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
を
強
く
求
め
続
け
て
お

り
ま
す
。
幸
手
市
か
ら
も
、
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
に
対
し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
を
、
再
度
強
く
要
望
し
て
頂

け
る
の
か
を
伺
い
ま
す
。

幸
手
団
地
内
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
ま
で
に
設
置
に
係
る
現
地

調
査
、
土
質
調
査
を
実
施
し
、
現
在

は
調
査
結
果
等
の
諸
課
題
に
関
し
、

設
置
の
可
否
を
含
め
検
討
中
で
あ
る

ま
た
、
こ
の
様
な
状
況
は
本
市
の

農
業
、
農
家
経
営
に
ど
ん
な
影
響
が

あ
る
か
、
更
に
、
い
ろ
い
ろ
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
水
田
、
し
い
て
は

国
土
が
守
れ
る
の
か
伺
う
。

農
家
が
米
を
生
産
す
る
経

費
と
し
て
は
、
令
和
２
年
度

に
お
い
て
全
国
平
均
で
10
ア
ー
ル
当

た
り
11
万
２
５
０
６
円
、
60
㎏
当
た

り
で
は
１
万
３
４
０
１
円
と
な
っ
て

い
る
。

市
農
業
の
環
境
は
、
本
年
の
米
価

幸
手
団
地
自
治
会
で
は
、

運
動
面
や
文
化
面
な
ど
の
お

知
ら
せ
を
配
布
し
て
、高
齢
者
の
方
々

に
も
心
身
の
健
康
と
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
５
階
か
ら
階
下

へ
の
上
り
降
り
の
困
難
を
考
え
て
、

参
加
出
来
て
い
な
い
方
が
数
多
く
お

り
ま
す
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
も
、
幸
手
団
地
自
治
会
で
は

市
内
の
農
業
の
主
業
は
稲

作
で
あ
る
。
本
年
は
、
販
売

米
価
が
近
県
よ
り
も
安
く
、
８
千
円

程
度
に
下
落
し
、
多
く
の
農
家
経
営

が
赤
字
と
な
り
、危
機
的
状
況
に
な
っ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
は
農
家
が

生
産
す
る
た
め
に
ど
の
く
ら
い
の
経

費
が
掛
か
り
、
生
産
者
原
価
を
ど
の

位
と
把
握
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

QQ

AA

幸
手
団
地
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

米
の
生
産
者
原
価
と
米
価
の
下
落
の
影
響
は

と
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
か
ら
伺
っ
て
い
ま

す
。
当
市
と
し
て
は
、
今
後
も
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
と
の
情
報
共
有
に
努
め
な

が
ら
、
打
合
せ
や
協
議
等
を
行
う
際

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
係
る

事
業
の
経
過
に
つ
い
て
的
確
に
把
握

し
つ
つ
、
引
き
続
き
住
民
の
方
々
の

声
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
総
合
政
策
部
長
）

下
落
に
よ
り
一
層
厳
し
い
状
況
と
な

り
、
市
農
業
及
び
農
家
経
営
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
離
農
を
考
え
る

農
家
の
増
加
を
懸
念
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
人
や
費
用
が
必
要
な
水

田
等
の
保
全
管
理
も
困
難
と
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
国
や
県
の
補

助
事
業
を
活
用
す
る
な
ど
協
力
・
支

援
を
通
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
建
設
経
済
部
長
）

海老沼隆夫議員武藤壽男議員

（13） 〔市議会だよりさって〕No.101



市政に対する一般質問

キ
ロ
、
時
間
で
３
分
ほ
ど
し
か
違
わ

ず
、
市
の
補
修
費
負
担
も
軽
減
さ
れ

ま
す
。
市
民
生
活
の
安
心
安
全
の
た

め
、
道
路
及
び
交
通
管
制
管
轄
行
政

に
通
行
規
制
等
の
要
望
を
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

香
日
向
中
央
通
り
は
、
久

喜
市
と
幸
手
市
を
結
ぶ
都

市
計
画
道
路
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
道
路
幅
員
な
ど
の

規
格
は
大
型
車
の
通
行
を
想
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
大
型
車
の
通
行

で
つ
く
る
幸
せ
を
手
に
す
る
ま
ち
幸

手
、
政
策
５
、
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
を
形
成
す
る
た
め
の
施

策
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
数
は
減
っ
て
は
い
る

も
の
の
、
未
だ
に
収
束
に
は
至
っ
て

い
な
い
状
況
か
ら
中
止
と
し
た
。

⑵
主
体
は
、
個
人
や
お
店
・
商
店

街
等
に
な
り
ま
す
、
引
き
続
き
商
工

会
と
協
議
し
な
が
ら
支
援
を
行
い
、

特
色
あ
る
お
店
づ
く
り
・
商
店
街
づ

こ
の
通
り
は
、
行
幸
小
学

校
交
差
点
か
ら
県
道
３
号
線

に
抜
け
る
迂
回
道
路
化
し
て
お
り
、

超
重
量
大
型
車
に
よ
る
轟
音
・
震
動

が
沿
線
住
民
に
生
活
不
安
を
与
え
、

そ
れ
に
よ
る
道
路
の
傷
み
も
事
故

を
誘
発
し
か
ね
な
い
現
況
に
あ
り
ま

す
。
住
宅
街
の
１
車
線
を
通
る
よ
り
、

２
車
線
で
住
宅
の
少
な
い
県
道
バ
イ

パ
ス
を
利
用
し
て
も
距
離
で
１
・
８

⑴
県
営
権
現
堂
公
園
を
会

場
と
す
る
、
令
和
４
年
桜
ま

つ
り
実
施
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

⑵
ま
ち
な
か
の
観
光
資
源
を
有
効
に

活
用
し
、
中
心
市
街
地
へ
の
観
光
客

誘
致
等
、
市
経
済
を
活
発
に
す
る
た

め
の
対
応
、
対
策
に
つ
い
て
市
長
に

伺
う
。
⑶
県
営
権
現
堂
公
園
に
隣
接

す
る
臨
時
停
車
駅
設
置
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。
⑷
み
ん
な

QQ

AA

香
日
向
中
央
通
り
の
交
通
及
び
道
路
事
情
に
つ
い
て

地
域
特
性
を
活
か
し
た
観
光
振
興
事
業
実
施
は

規
制
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
皆
様
の
通
勤
や

通
学
を
は
じ
め
、
安
心
安
全
な
生
活

を
考
慮
し
、
県
道
加
須
幸
手
線
バ
イ

パ
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る
県
道
３
号

線
（
主
要
地
方
道
さ
い
た
ま
栗
橋
線
）

へ
の
直
進
誘
導
案
内
板
の
移
設
や
増

設
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
に
要
望
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

（
建
設
経
済
部
長
）

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
。

⑶
東
武
鉄
道
か
ら
は
、
一
般
論
な

が
ら
臨
時
的
な
駅
を
設
置
す
る
考
え

が
な
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
当
市
と
の
勉
強
会
を
今
後
実
施

し
て
い
く
同
意
は
得
ら
れ
て
い
る
。

⑷
交
通
渋
滞
緩
和
や
、
ま
ち
な
か

の
回
遊
性
を
向
上
さ
せ
る
取
組
等
を

引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。  

 

（
市
長
）

木村治夫議員 枝久保喜八郎議員
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市政に対する一般質問

市
の
規
則
で
、
旅
行
代
理

店
が
仲
介
し
た
場
合
の
取
扱

い
を
制
限
し
て
い
る
自
治
体
は
、
ほ

か
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
旅
行
代

理
店
の
仲
介
を
禁
止
し
て
い
な
い
自

治
体
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
く
制
度
の
趣
旨
に
基
づ

き
、
規
則
や
広
報
の
見
直
し
を
検
討

し
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、

保
養
所
の
利
用
が
大
き
く
減
少
し
ま

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
指
定
の
保
養
所
補
助
に

つ
い
て
「
旅
行
代
理
店
の
仲
介
だ
と

交
付
し
な
い
」
市
の
方
針
を
改
め
る

こ
と
に
つ
い
て
。
ま
た
、
令
和
２
年

保
養
所
費
92
万
４
千
円
中
決
算
額

は
14
万
８
千
円
と
十
分
使
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
予
算
の
範
囲
で
現
行
大
人

２
千
円
を
３
千
円
に
引
き
上
げ
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Q

A

保
養
施
設
の
利
用
に
関
す
る
補
助
に
つ
い
て

幸手市議会
「議会報告会」について

し
た
。
助
成
額
の
引
き
上
げ
は
、
今

後
の
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
、
国
保

の
運
営
状
況
を
考
慮
し
て
検
討
し
ま

す
。 

（
市
民
生
活
部
長
）

◎Ｅメール gikai@city.satte.lg.jp
◎Ｆ Ａ Ｘ 0480-42-8824
◎提出期限 令和4年2月28日( 月)

●今年度の「議会報告会」は中止します
　令和３年度の「議会報告会」は、昨年度に
引き続き、新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、中止することといたしました。ご
理解のほどよろしくお願いいたします。
● 幸手市議会について、ご意見・ご要望
をお聞かせください。
　今年度の「議会報告会」を中止としたこ
とから、来年度以降の開催に向けて、参加
者の増大および内容の更なる充実を図るこ
と、そして今、市議会に対してのご意見や
ご要望をお聞かせいただきたいと思いま
す。ぜひご協力をお願いいたします。
●「議会報告会」とは？
　幸手市議会では、市民の皆様と市議会議
員とが、直接市政全般について、自由に情
報交換および意見する場として「議会報告
会」を毎年、実施してきました。

大平泰二議員

２月18日(本会議)
　・開会・会期の決定・報告事項
　・市長提出議案一括上程、提案理由説明

２月21日･22日･24日(本会議)
　・市政に対する一般質問

３月２日(本会議)
　・議案に対する質疑・議案の委員会付託

３月３日･４日(委員会)
　・文教厚生常任委員会

３月７日･８日(委員会)
　・総務常任委員会

３月９日･10日(委員会)
　・建設経済常任委員会

３月18日(本会議)
　・委員長報告、質疑、討論、採決・閉会

３月定例会　会期日程　(案)

提出方法
下記のメールアドレス、ファックスで送信
してください。
　回答は議会だより令和4年5月号をもっ
て掲載いたします。
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